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産業景気動向 

◎ 06 年 6 月の鉱工業生産は、予測指数からは下振れしたものの、2ヵ月振りの増産となった。7、8月の生産予測指数

でも増産が見込まれている。輸出、設備投資が増勢を保つなか、在庫調整は一巡し、在庫積み増し局面に向けた動

きもみえており、鉱工業生産は引き続き拡大基調が予想される。 

●6月の鉱工業生産は前月比 1.9％増。7、8月の予測指数は同 2.2％増、3.7％増 

6 月の鉱工業生産は前月比 1.9％増となり､生産予測指数の伸び(同 2.7％増)を下回ったものの、2ヵ月

振りの増産となった。業種別には、金属製品工業（同 2.1％減）、電子部品・デバイス工業（同 1.3％減）

などが減産となったが、輸送機械工業（同 5.9％増）、精密機械工業（同 4.0％増）などが増加している。

四半期でみると、4-6 月期は前期比 0.8％増となり、3 四半期連続の増産となった。4-6 月期は、電子部

品・デバイス工業（同 1.7％減）、化学工業（除く医薬品、同 1.5％減）などが減少したが、一般機械工

業（同 6.2％増）、輸送機械工業（同 3.5％増）などが増産となっている。先行きについては、7、8月の

生産予測指数が堅調であり（それぞれ前月比で 2.2％増、3.7％増）、前月比で先のばしすると、7-8 月

は、4-6 月期比で 5.0％増加する見通しとなる（図１）。鉱工業全体の「出荷・在庫バランス」を見ると、

前期比ベースのバランスがプラスに転じ、前年比ベースのバランスは、プラス幅が拡大している（図 2）。

全体で見ると、在庫調整は一巡し、積み増し局面へ向けた動きもみえており、輸出、設備投資の増加が

続くなか、鉱工業生産は、引き続き拡大基調で推移するとみられる。 
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(注）予測は製造工業生産予測をもとに試算。
（資料）経産省「鉱工業生産」

予測

図1．鉱工業生産の推移
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図2．出荷・在庫バランスと生産①

（注）四半期、直近は06年4-6月。
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」

 

●一般機械工業、輸送機械工業の出荷・在庫バランス（前期比）のプラス幅が拡大 

業種別に、｢出荷･在庫バランス｣をみると、一般機械工業では、前期比ベースのバランスのプラス幅が

拡大、前年比ベースのバランスはプラスに転じている（図 3）。このほか、加工業種では、輸送機械工業

の前期比でみたバランスのプラス幅が拡大、前年比でみてもバランスのマイナス幅が縮小している（図 4）。

一方、素材業種では、非鉄金属工業で、前期比ベースのバランスのプラス幅が拡大、前年比ベースのバ

ランスも大幅なプラスが続いている（図 5）。鉄鋼業、化学工業（除医薬品）では、前期比でみたバラン

スがプラスに転じ、前年比でみたバランスのマイナス幅も縮小している（図 6、7）。素材・加工業種を

問わず、幅広い業種で在庫調整が一巡となったことが示されているといえよう。 
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（注）四半期、直近は06年4-6月期。
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」

図4．出荷・在庫バランスと生産③

（注）四半期、直近は06年4-6月。
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」
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図3．出荷・在庫バランスと生産②
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（注）四半期、直近は06年4-6月。
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」

図6．出荷・在庫バランスと生産⑤
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図5．出荷・在庫バランスと生産④
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（注）四半期、直近は06年4-6月期。
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」

図7．出荷・在庫バランスと生産⑥
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（注）四半期、直近は06年4-6月。
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」
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●生産予測修正率(3 カ月平均)は、化学工業でマイナス幅が縮小 

生産活動に先行して動く傾向がある予測修正率(3カ月平均)をみると、非鉄金属工業は、足元横ばいの

動きとなっているものの、これまでの上昇を考えると、目先、生産拡大が続く可能性がある(図 8)。また、

化学工業ではマイナス幅が縮小しており、生産活動の持ち直しの動きがみられる（図 9）。一方、電子部

品・デバイス工業はマイナス幅の拡大が続いている（図 10）。 

図.8　予測修正率と生産①
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（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」

図9. 予測修正率と生産②

（注）予測修正率は3ヵ月平均
（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」「生産・出荷・在庫指数確報」

図10.　予測修正率と生産③
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（資料）経産省「生産・出荷・在庫指数速報」「生産・出荷・在庫指数確報」
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